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■開催概要
令和5年2月15日（水）「第25回 湿原再生小委員会」が釧路地方合同庁舎の共通会議室で開催されました。

湿原再生小委員会とは

湿原再生の取り組み議事録や会議資料などは
こちらをご覧ください。

釧路湿原自然再生協議会　湿原再生小委員会

国土交通省 北海道開発局 釧路開発建設部 治水課

環境省 北海道地方環境事務所 釧路自然環境事務所

●北海道開発局 釧路開発建設部 治水課

〒085-8639 釧路市幸町10丁目3番地　釧路地方合同庁舎7階

Tel：0154-24-7250

～★★市民参加のイベントを実施しました★★～

地域の方々との連携（幌呂地区） 地域の方々との連携（達古武地区）

湿原再生現場の見学ヨシの苗移植の様子
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幌呂地区（鶴居村）

・幌呂地区では、湿原植生の回復を図
るため、計画的に地盤の切り下げ、
未利用排水路の埋戻しを実施して、
地表面が地下水位に近づくことで湿
原植生の回復を図っています。

・現在は事業を進めながらモニタリン
グ調査を実施しています。

達古武地区（釧路町）

・達古武湖では、「繁茂したヒシによ
る水生植物への影響」や、「富栄養
化の原因となる栄養塩類の流入量」
を減らすことで生育環境を改善し、
水草をはじめ多様な動植物がバラン
ス良く生育している湖の再生を目指
しています。
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広里地区（釧路市、釧路町）

・広里地区では、急拡大したハンノキ
林の要因解明と、未利用地となった
農地を1960年代以前の湿原の姿へ再
生するための手法について検討して
います。

・現在は検討を終了し、過去に急拡大
したハンノキ林の経過を観察するモ
ニタリングを継続しています。

小委員会には、20名（個人12名、3団体3名、関係行政機関5機関5名）が出席しました。

今回は、「幌呂地区湿原再生事業について」、「達古武湖自然再生事業について」、事務局より報告があり
、それぞれに対する意見交換が行われました。

　湿原再生小委員会は、釧路湿原自然再生協議会の７つある
小委員会の一つです。毎年１～２回の会議を開催し、湿原生
態系と希少野生生物生息環境の保全・再生に関わる以下のよ
うな施策について検討をしています。

●環境省　北海道地方環境事務所　釧路自然環境事務所

〒085-8639 釧路市幸町10丁目3番地　釧路地方合同庁舎4階

Tel：0154-32-7500

●今年度は釧路町公民館達
古武会館にて、達古武湖
自然再生事業の取組内容
について地域住民への説
明会・意見交換会を開催
しました。

●令和4年7月に地域の方々と幌呂地区の見学を行
いました。当日は14名の方々が参加し、湿原再生
の現場を見学したり、ヨシの苗の移植などを行い
ました。

詳しくはこちら

より多くの方に事業効果を知っていただくために、幌呂地区では再生地の見学会やヨシ苗の移植、達古武
湖では自然再生の取組について住民説明会・意見交換会を開催しています。

・地盤切り下げなどによる湿原再生

・達古武湖の湖沼環境の再生

・急拡大したハンノキ林の取扱いの検討



国土交通省北海道開発局釧路開発建設部治水課が取り組みました 環境省釧路自然環境事務所が取り組みました

このような意見交換が行われました。

観測結果と社会的な要因を関連付けて説明してほしい
です。

土地利用割合等を掲載しており、ST9・10はササ草地
等が多く、STR1・2はカラマツの植林地が多いです。

水質に囚われすぎると事業も目標が見えづらくなりま
す。達古武湖のヒシをどう位置づけてどのような対策
をしていくか、議論したほうが良いのでは。

水質調査の数値について、高いか低いかの判断が出来
ません。他の周辺湖沼など比較するデータがあったほ
うが評価しやすいのでは。

負荷量を求める際には、流量も計測しているのでしょ
うか。また、栄養塩について流入量、流出量、内部生
産も整理してほしいです。

流量は水位連続観測結果をもとに、水位と流量の関係
から換算して算出しています。

委員長 委 員 事務局

2007年のシラルトロ湖では全窒素が0.3～4.7mg/L、全
リンが0.1～1.0mg/Lであり、いずれも達古武湖より高
い数値が出ていました。

これまでの事業結果を踏まえ、実施計画の追記案では
「ヒシの制御を継続的に行うとともに、ヒシを含めた
水生生物の多様性の回復」を目標に掲げています。

くわしくはこちら 

くわしくはこちら 

「幌呂地区湿原再生実施計画」

「達古武湖自然再生事業実施計画」

「幌呂地区湿原再生実施計画」の概要（平成24年5月）
　幌呂地区周辺では、1970年代から湿原を農地として活用するために、幌呂川の切り替え工事や排水
路の整備が行われました。その結果、地下水位の低下や冠水頻度が減少により、周辺の湿原が乾燥化
し、植生が変化しています。

　幌呂地区では、未利用農地の地盤切り下げ、未利用排水路の埋め戻しを行い、地下水位を地表面に
近づけて、湿生環境の復元を図ります。

地盤切り下げ・未利用排水路埋め戻し箇所のモニタリング結果

「達古武湖自然再生実施計画」の概要（平成25年2月）
　達古武湖には、かつて多様な水生植物が生育していましたが、周辺環境の変化により湖の水質が変
化し、アオコやヒシが繁茂して生物の多様性が損なわれています。

　繁茂したヒシを除去したり、湖に流入するリンや窒素などを抑えることで環境の改善に取り組んで
いきます。
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◆　令和４年度の取り組み

◆　令和４年度の取り組み
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1 幌呂地区湿原再生事業について

　　

　　

　　

環境省釧路自然環境事務所が取り組みました

(C)NTT 空間情報株式会社

●事業実施箇所の地下水位は概ね地盤高付近で推移しており、湿原植生も経年的に増加しています。
●次年度は事業実施箇所で植物調査を実施し、湿原植生の回復面積を確認して現時点での事業効果を把握します。

●未利用排水路のせきとめ実施によりハンノキの生長抑制を目標としているＢ区域
　について、湿原植生回復の可能性、施工後の水位上昇量などの観点から優先度案
　について検討し、今後のモニタリング計画案を検討しました。
●次年度に現地確認等を行い、B区域の実施に向けた準備を進めていく予定です。

幌呂地区湿原再生事業区域図

施工済
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B区域の湿原再生について

幌呂地区湿原再生事業区域図B区域の位置図

このような意見交換が行われました。

B区域の目標は昭和22年頃のヨシ・スゲが生育している環境を
想定しているのでしょうか。

元々ハンノキ林だった箇所を戻すのは難しいの
で、当面実施する箇所についてはヨシ・スゲを
目指したいと考えています。

ハンノキ林だった箇所は水位上昇で林床植生が変わり、湿地
林としてのハンノキ林と評価されるため、そのような捉え方
で考えると良いと思います。

幌呂地区の目標は湿原植生群落の再生でしょうか。ヨシは湿
原植生ではなく水生植物なので、湿原本来の優占種はスゲ類
にであることを理解していただきたいです。

まずはせき上げによる効果をモニタリングした
上で、環状剥皮を実施するか検討します。

茅沼地区で実施している環状剥皮は、水位が高い箇所で効果
が出ているので、B区域でも排水路のせき上げとあわせて行
ってはどうでしょうか。

緩衝帯としての位置づけ・取組であることを理解しました。

ヨシは水質改善にも有効です。ヨシ移植の際は、緩衝帯とし
て群落を創出しているということが分かる名称で市民に伝え
ていただきたいです。

幌呂地区は農地と湿原の緩衝帯としての機能も
期待しており、地域参加で実施しているヨシ移
植は、緩衝帯の再生を目指した取組という理解
です。

委員長 委 員 事務局

達古武湖のモニタリング結果
●令和4年度は、達古武湖の水面を覆っ
　ているヒシの刈り取り（手刈り、ワ
　イヤー刈り）や湖の水質、水位等の
　調査を継続して行いました。
●これまでの成果から手刈りでは少な
　くとも2年、ワイヤー刈りでは3年継
　続することでヒシの制御効果が確認
　されました。

達古武湖自然再生事業について

B区域の湿原再生優先度案の検討

達古武湖自然再生事業計画（追記）について
●達古武湖自然再生事業実施計画について、2023年度以降のモニタリング計画を更新した追記案を作成しました。

ヒシ刈り（上：手刈り、下：ワイヤー刈り）

水質調査の結果

●湖の水質は、全窒素が湖内全域的に
　6～11月にかけて低下し、7～8月に
　かけて湖の南部で高い傾向が見られ
　ました。
　　全リンは湖内全域的に9月にピー
　クとなり、7～9月は湖の南部で高い
　傾向が見られました。

達古武湖自然再生事業実施計画の追記案


